



































































































































（式中、Ｒ １ 及びＲ ２ はそれぞれ独立に水素原子又は置換基を有しても良い炭素数１～６
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ーに連結することにより構築することができ、例えば、 Molecular Cloning、 Cold Spring




























ソーム、ＨＶＪ―膜融合リポソーム［ Kaneda. Y et al., Biol. Chem, 264, 12126-12129
(1989)、 Kato. K et al., Biol. Chem, 266, 3361-3364(1991)、 Tomita. N et al., Bioc




























































































































































































































































































(13) JP 2007-210957 A 2007.8.23
2007210957000001.app
フロントページの続き
(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　          　　　　　
(72)発明者  北林　宏之
            千葉県千葉市中央区亥鼻１丁目８番１号　国立大学法人千葉大学大学院医学研究院内
(72)発明者  山田　滋
            千葉県千葉市稲毛区穴川４丁目９番１号　独立行政法人放射線医学総合研究所内
(72)発明者  落合　武徳
            千葉県千葉市中央区亥鼻１丁目８番１号　国立大学法人千葉大学大学院医学研究院内
Ｆターム(参考) 4C084 AA02  AA13  BA01  BA02  BA08  BA22  BA23  CA53  DA27  NA05 
　　　　 　　        NA14  ZB261 ZC711 ZC751
　　　　 　　  4C087 AA01  AA02  AA03  BC83  MA02  NA13  ZB26  ZC71  ZC75 
(14) JP 2007-210957 A 2007.8.23
